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科学研究の執筆とコラボレーションを加㏿ 

● サイエンスに関する基礎知識を保有、研究者のタスクも加㏿
● GPT-5.2を統合した LaTeXネイティブの研究者向け執筆・共同作業環境
● AIが論文全体の文脈を理解し、科学的執筆の反復プロセス を継続的に支援

prism.openai.com



Confidential and proprietary. 10

段階的に考えながら理解を深められる学習をサポート

学習モード
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宇和島東高校での生成 AI 実践授業

● 2018~2019: Deep Learning ・GAN・自動運転

● 2020: 顔認証体験・Deep Learning 入門

● 2021~2022: 画像認識、翻訳、音声AI（発話・聞き取り）

● 2023:  文章構㐀理解、音声モード（発話・聞き取り）体験

● 2024:  生成AI・チャットボット体験

● 2025:  ChatGPT カスタム GPT を活用した学習方法の検証

● 2026:  ChatGPT 学習モードとCanvasを使ったプレゼン生成

宇和島東高校関東  STREAM 研修より　https://uwajimahigashi-h.esnet.ed.jp/stream

2026年実施事後アンケート

毎年高校生が実践的に学べる内容が飛

躍的に進化

ハンズオンにより学習効果が増大

探究・表現の活動と結びつき、学習の自

発性を引き出し得る

ハンズオンを通じた実践的な授業
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社内データ

AI は組織にとっての
オペレーティングシステムに

オンライン情報

LLM の学習済データ

画像⽣成（ImageGen）⽂章⽣成（GPT-5.2）詳細な調査（Deep research）

組織内内データと接続（コネクター）

⾃律的に課題解決
（ChatGPT エージェント） 動画⽣成（Sora）

コーディング⽀援（Codex）
ファイル処理・データ分析

（Code Interpreter） ⾳声対話（Voice）

エージェント構築
（Agent Builder）

ユーザー

Apps in ChatGPT

and more
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AI は社会インフラに進化してきた

AIは汎用基盤

学び方・働き方を変える
インフラに進化している。

特定技術の枠を越える視点
が不可欠。

横断的な体系化

情報技術・生産技術の
あらゆる領域に関与するため、分
野横断で整理する。

学ぶ × 使うの両立

AIを学ぶことと、AIを活用
して学ぶことを同時に
設計して進めることができる
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どこに閉じず、どこが核になるか

情報科

国語

数学

社会

理科

● 情報Ⅰ・Ⅱ：情報活用能力の中心として AIを位置付けられる

● ただしAIは情報科だけの話ではなく、教科横断で活用される

● 情報科は「共通基盤」として重要性が増す

情報Ⅰ・Ⅱとの接続

AIを特定の内容項目（例：データ分析・アルゴリズム）に限定せず、

情報デザイン 等も含めた内容項目横断的な位置付け

「情報活用能力の育成の核となる教科では、 AIを横断的に扱う 」

ことで現場も理解もより深みを増した学習ができると考える
14




